




















































































































ていた。 屯田 の割り当てはくじ引きで決定したといわれている。十津川の人々には、先に入植し いたのが関係しているのか、大隊本部に近い屯田 屋が割り当てられ、大半が一戸空い 隣の屯田兵屋に居住し おり、ある程度同郷を近隣にさせる配慮があったと思われる。また、 南滝川 、 北滝川兵村に れて編成されたといっても、道路を挟んで隣同士であったことが分かる（図２） 。　
滝川兵村の生活はどうであったのか。昭和五〇年代（一九七五
～一九八四）の滝川市は、現在よりも人口 四千人余り多く、 「典型的な農業生産によって支えられて る裕福な地方都市」 （伊藤一九七九：二一）といわれている。伊藤論文（伊藤一九七九：二一～二二）によると、屯田兵は一年目の開拓が終わってから、麻を主に栽培したという。二年目、三年目の現役時代も 中隊本部の指令に従い中隊全員が一斉に作付けをし、予備役時代 主産物も麻栽培であった。他は、各戸で戸主と父親が相談して決め、豆類 麦類牧草などを作付けた。　
また、リンゴの苗を屯田兵司令部より持ってきて各戸に植えたと
ころ、成績が悪くなかったので、明治二五、 六年頃より自家用に試作を始めている。商品作物として考えていたが 収穫は三、 四年後
になるので、その間生計を立てるのに苦労をしていたが、明治三四年 （一九〇一） 、 明治三九年 （一九〇六） の害虫による凶作で全滅する。　
稲作は、 個人的に入植の年より沢を利用して試作をした者がおり、
苦心談が多く残 。 畑作 特に豆類の収穫が良かった が救いであったが、米を収穫できない年は続き、 活は厳しく、明治末期から大正初期に屯田兵の半数以上が滝川兵村を離れていった。第一次世界大戦後の恐慌では、市街地へ働きに行っても、辛うじて一日の生計を立てる賃金しか取れなかった。滝川兵村が稲作を始めたのは、大正五年（一九一六）八月に土功組合を結成してからで、道庁の助成を受け水田用灌漑溝が開削され、大正末期に本格的になった。　
滝川兵村の屯田兵は各府県から入植し 大きく異なる気候にどの




































































































旅費の支給や農具 補助はあったが、一戸当たり四町歩を四年間で開墾、家族 半数が労働に従事、一戸から 人は農場の作業に従事する義務があり、土地の所有はあくまで農場であった。 「聞き分け小作法」と呼ばれるこの方法は、労働力の確保は難しかった（中川他一九九四：一四八～一四九） 。　
このようななか、明治二四年（一八九一）二月一八日、三条公爵
が病死し、更に農場の前途は困難なも とな 現地指導者は退職し、貸し上げ地の一部を分離・独立し個人農場を経営するために離れていった。労働力不足も解消されないまま、累積赤字額 膨らみ、加え 、官有地払下げ疑惑が自由党河野広中らにより国会で糾弾されるなどの事件があり、農場経営の見直しを迫られた。　
そうして、明治二六年（一八九三）三月五日付で三条 嫡子） 、

















































































二三年（一八九〇）六月二〇日、 中井は当選地に入植したが、 当たった土地は不良な点が多く、同年九月に替地願いを出 、許可され、替地をしている。九月一〇日に替地 家を建て じめ、 四日に上棟、一七日に移住した。簡素な家で、妻トラは家の裏にスゲがある
のに目をつけ、それを刈って干し、冬には草履、草鞋を造り、一足二銭で売って凌いだ。しかし、替地の地味も悪く、農業をやっていくには将来性がないように思われ 一度替えて貰ったので再度という訳にもいかず、明治二六年（一八九三）にメム地域への転地を決意した（田村一九八三：二四～二七）という。　
中井は「新十津川から明治二十六年百戸団体で深川へ来た時は、





























住の経緯について「明治二十五年、十津川郷永井村東義次ノ長男東武帰郷ノ際、父典相同人宅ニテ面会ノ際、同氏ノ曰ク、私シ新十津川ヨリ石狩川上流約七八里ノケ所雨竜太ト申ス所ニテ、菊亭侯爵農場四千八百歩引受ケ、新旧十津川人入場セシメ開墾ニ着手セント欲シ、只今募集中ナルガ 北海道ニ移住ハ如何カ迚モ 北海道ハ将来此ノ西川ノ奥ニ住ム様ナモノデハナイト奨励セラレ、大ニ感ジ、其レデハ私共一家引払ヒ、渡道スルニヨリ居住地二戸分、分撰定セラレ置 タシト約束ナル。 」 （中川他一九九四：一五九、句点筆者）と記しており、東よりの勧誘で北海道移住を決断したことが分かる。　
北海道までの道のりは、十津川村より高野山を参詣、大阪と京都

























村の中央に祭祀の場所と て社殿を造営することが決定する。決議録には、 「新築経費として各戸地主より拾町歩に対し金拾円出金すべき事」と記載されており 三七名の調印がなされた。　
翌年二月に建築が始まり、同年一〇月二日に社殿が落成、三日に
遷宮式が執行され 芽生神社」と奉称 。 の時、明治三〇年（一八九七）に移住してきた香川県出身の黒住教教師玉地光蔵が金刀比羅大神の分霊をメム地域にある端木の空洞を祠として奉遷していたので合祀している。明治三七年（一九〇四）七月二三日には北海道長官に神社創立を出願し、同年八月五日に無格社として許可され、大正九年（一九二〇）には村社に列した。　
現在、菊亭侯爵の土地であった 二二三坪の境内には、明治三三



















































































大正一二年（一九二三）に『十津川郷水害ニ付北海道移住誌』がまとめられている。緒言に「頃日深川町在住郷人会ヲ組織シ、毎年一同相会シテ往事ヲ追憶シ、旧交シ温ムル事トナレ。蓋シ故ナキニアラザルナリ。然リト雖モ、去ルモノハ日々ニ疎シトカヤ 此会亦年ヲ重ヌルニ随ヒ、 由緒散失煙滅シテ折角ノ趣旨モ次第ニ薄レ行キテ、恰モ年中行事ノ慣例ノ如クナランモ測リ難 。茲ニ之ヲ憂フルノ余リ一小冊子ヲ編ミ、汎ク会員諸士ニ頒チ永ク之レヲ子孫ニ伝ヘント云爾」 （十津川郷人会一九二三） とあり、 十津川の人々の離村が多く、歴史を後世に伝えようとした事実が残されていた。　
その後、菊水小学校は、昭和一九年（一九四四）の開校五〇周年

















たな地域を求め、北海道に移住したとき、個人の差はあるも の、各人が強固な帰属意識を持ち込み 母 のような地域の創出を目指した。　
十津川の人々が入植した三つの移住地域を比較すると、①新十津
川町に入植した十津川の人々は 母村の玉置 社を分霊し、 「移民誓約書」 誓い、文化の継承を求め 事実があったが、②滝川市滝川兵村に入植 十津川 人々は、目立って母村への帰属意識を刻んだ事実はなかった。③深 市 雨竜十津川 に入植した十津川の人々は、芽生神社の創立や菊水小学校の設立などから、新十津川町よりは積極的ではないものの は存在ていた。　
その後、どの地域も母村とは異なる生業への順応もしくは不適
合により移住者 変化、他府県の移住者との接触 どがあり （帰属意識は一旦捨て置かれてしまったかのようにみえ が） 、現在では①新十津川町は特に母村との交流がさ んで、 「現代の新十津川
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町」という「地域」そのものが母村に帰属意識を持つように文化変容したが、②滝川市では（屯田兵の出身地が多いためか）母村と自治体単位での交流はされず、③深川市では芽生神社の周辺に母村の面影をみることが出来た。移住前と移住当初には士気を挙げるうえで、同じような帰属意識を保持していた十津川の人々 入植した地域は、移住した先により差異が生じた。 「十津川」という地名を受け継いだ地域が母村への帰属意識が強く残っている傾向 予想できるが、新十津川町と比較し少人数の入植であった深川市では、母村への帰属意識 ある時期までは強調されてい が、現在は個人での継承・保持に任されており、そ 中で歴史を伝えていこうとしている が芽生神社の役割となっていた。　
ここで、ふたつの文章を紹介する。ひとつは、新十津川郷土史研
究会が、昭和六三年度に新十津川町教育委員会 「新十津川のむかし話」の収集委託を受けて、 『トツク』六号に所収された「田中家炉辺夜噺 で、明治二〇年（一八八七）十津川生まれの田中由忠による「開拓地の食べものの話」の 部である。ふ つめ 、前掲した『深川・メム開拓の祖中井哲太郎伝』をまとめた田 清太郎氏による論考の一部である。　「はじめの二年は政府がくれた。開村記念日に歌う〔土地や農具のうえのみか二年の糧まで賜りし恩賜 村ともいうべきか〕の唄の通りじゃ。これは、維新の時、村の人たちが京都 御所を守った。























耕地面積に希望をもって移住し、 入植地に残留し 十津川の人々は、その後の開墾や貧困の生活を母村と比較した結果、米が食べれなくても苦労とは思わず、 「頼もしい資源・無限の財 」と表現されたように、置かれた境遇を悲観し いなかったことが伺える。　
明治維新となり、政府は中央集権国家を成立させ、身分制を廃止




精神に協ふも 」 （東一九一一：二）という精神で、大日本帝国臣民として、故郷から遠く離れた北海道へ「移住」する動機と ったのが、十津川への帰属意識そのもので、そ 後の生活を乗り越えるエネルギーとなった も、 十津川へ 帰属意識であったと考え
つまり、十津川への帰属意識は、他の文化＝北海道へ順応させることへの一助ともなったといえるのではないだろうか。十津川の人々の入植地（特に新十津川町、深川市）は、単純に北海道農村へと平均化されていく道を辿ったのではなく、母村よりは生活が豊かになるはずといった葛藤と希望があった。十津川の人々は、 「勤王村である」という母村 誇 高い帰属意識を持ちながら、 「母村よりは生計を立てられるはず」 いった母村への屈折した帰属意識へと文化変容させ、開拓に挑んだのである。そして、現代で 母村への帰属意識は「地域」または「神社」という集合 つ がりを保持し地域振興を図る契機へ 文化変容させたのである。　
最後に、筆者は、前稿（１）にて、東日本大震災の発生に伴い、
























 屯田兵の入植地は、石狩川流域の都市、または集落景観の発展と一致している。 （屯田兵村の分布が） 「もっとも密な は中央凹地帯、及び札幌―勇払低地帯であり、現在の人口周密地帯とほぼ一致している。 」 （谷岡一九六三：二一五）という指摘の通り、明治期に形成された屯田兵村 基盤としてその後の都市形成が進められた。
（５）
 生没年は天保八年（一八三七）～明治三七年（一九〇四） 。薩摩藩出身。明治一 八五 五月 陸軍少将、屯田兵副本部長となり、明治二一年（ 八八）六月より二代目の北海道庁長官に就任した。
（６）




 明治二二年（一八八九）一〇月中に移住した第一回目の一行は七六六名、第二回目の一行は八一二名、第三回目の一行は九一二名。その後、翌年七月に、第四回目の一七七名の移住があった。総計六四〇戸、 二六六七名が北海道へ移住した （ 「十津川村歴史民俗資料館資料」 ） 。
（８）
 この後、明治二四年（一八九一）の屯田兵配備表改正 より第二大隊の所属となり、本部は滝川におかれ、第二大隊の第一中隊・第二中隊は札幌地域の江別兵村 第三中隊・隊が滝川兵村となった。
（９）























19） 深川は、アイヌ語で「ラウネナイ」 （＝深い川）を意訳したものである。明治二三年（一八九〇） 、道庁の命をうけ 上田方正が空知・上川でアイヌ語で呼ばれている地名を調べ、新しい地名の選定に当たった。当時、道庁はアイヌ語に漢字を当てはめる はなく、意訳したも にしよう 考えてた。上田は『北海道蝦夷語地名解』を著している（深川市編一九七七：三七二～三七三） 平成 九 二〇一七）一月現在の人口は二一五五三人（一一〇〇〇世帯） あ 、
（
20） 雨竜川ポンヌポロマップ上流原野、タトーシ原野、メム原野イヂヤン原野、ヲサナンゲ 原野、 太ヲトエボッケ原野、
雨竜川上流原野の七地域である。
（































長官が高位高官の移住も念願しての懇請でもあったという。その背景には［北の都北京］建設の夢があったとされる。その計画は次の長官、永山武四郎に引き継がれ、今 旭川市神楽岡に伝えられる［上川離宮］候補地の称である。 」 （田島二〇〇四：六）と分析されている。岩村長官とは、旧土佐藩出身の岩村通俊のことで、 佐賀県権令、 鹿児島県令 沖縄県令、司法大輔を経て、明治一九年（一八八六）に北海道庁 初代長官となった。明治二一年（一八八八）には、長官は永山武四郎に交代しており、元老院議官に就任し いる。
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42） 約四 ・ 六ヘクタール。
（
43） 昭和五八年（一 八三）一月～三月、北空知新聞に深川市立菊水小学校の校長として 年間奉職した（昭和四八年〔一九七三〕に定年退職）田村清太郎により「中井哲太郎伝」が連載され、同年 月『深川・メム開拓の祖中井哲太郎伝』（フタバ印刷）としてまとめられた。それによると、文久三年
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（一八六三）に生まれた哲太郎は、堺県下等小学校、小学校高等科、平谷師範学校で学んだ。また、元治元年（一八六四）に孝明天皇の勅命により創立した文武館にも通い剣術も学んでいる。 治一四年（一八八一）に同じ十津川村よりトラを娶ったが、妻を置いて上京、明治 七年（一八八四）九月に宮内省門部試験に合格し、宮内省に勤めた。しかし、二年足らずで辞め、宮内省警察署警手に就いたが、制度廃止になり失職、帽子製造職人となるが廃業し、上京から四 後に川に戻ってきた。 帰郷後、 湯泉地の役場に勤め始める。 そこで農閑期である一一月に十津川郷第二懇親会を開き、会員 六名の若衆頭とな 。その後 吉野郡有志会 倭蚕事会武蔵支部副幹事などを歴任 明治二二年（一八八九）五月 十津川郷村会議員に当選した。そして、同 八月 十津川 水害が発生したのである（田村一九八三：一二～ 七） 。
（















妹背牛の全域を含む広大なものであった。当面は雨竜村を行政の対象にするために行った なので、当時として問題にべきことでは かった（中川他一九九四：一四五） 。
（
46） 元治元年（一八六四）に皇室の宝物が加茂 神庫へ納められた時、十津川郷士がそ 守衛 任となり、浦はそ ひとりとして、一年半の間勤務した。ま 、慶応三年（ 八六七）には、公卿鷲
わしおのたかつむ
尾隆聚を盟主に天皇親政を唱える浪士百名が高野
山に結集、挙兵した時 義挙に加わり、東二番隊一等伍長として十津川郷士第 御親兵となった経歴を持つ一九九四：一五八） 。
（







50） 拝殿（前殿）は、明治四四年（一九一一）七月に完成した。その後、 昭和一一年 （一九三六） の天皇行幸の記念事業として、本殿修繕及び拝殿改築がなされた。本殿を保存するために、屋根を銅板葺とし、その上に上家鞘掛を新築してい 。その後、終戦直後と昭和四五年（ 九七〇）にも本殿の保存のめ修理をしている。
（






54） 口伝では「芽生神社本殿は深川市開拓初期 移住民氏子百五十戸が小豆七十表 （推定三百円） 寄附により御造営し 」（傍点筆者、中田他一九九三：四八）と伝わる。
（
55） 例えば、移住契約書の代表として署名していた玉置里見 、新十津川において、明治二八年から明治三二年頃に及んでア
イヌ給与地二三戸を横領した罪で、明治三三年（一九〇〇）六月に拘引入獄されているが、これにより明治三〇年前後には新十津川に居住していたこと 明らかであ 、これ以前に契約書の通りにメム 域に実際に入植を果たしたのかは明らかでない。
（
56） 菊亭農場では、入植者が予定に満たないため、 治三〇年（一八九七）には石川県より四八戸の移住者を導入している。加賀団体と呼ばれ、移住費・開墾費の支給や小屋係料の貸与はあったが、農場の方針は「小作 法」による未開地開拓で一戸一万五千坪が配当され 開墾年期は四年とされ 。小作料は初年は免除され、以後開墾完了の四年目までは通常小作料の三分の一、 年目から普通の小作料が徴収されることになっていた（中川他一九九四：三四二） 。ちなみに、加賀団体の場合は、入植地に石川県の白山比咩神社からの分霊を祀った白山神社を勧請した。
（
57） 深川の市街地が形成されるに従い、明治二九年（一八九六） 、市街の中心となる仲町五丁目に浦典相 東武、上中福男 大塚直吉、滝口専之助、堀藤 郎、北倉文五郎らが協議し、武天皇と「華族組合雨竜農 」 象徴であった三条実美を祭神にしよう 、三条家の氏神梨木神社を 霊し 小さな社殿を建立した。しかし、明治三五年（一九〇二） 神社創立願書を道庁に提出したところ、梨木神社の祭神は実美の父三条
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フィールドワークの記録 （二） 』 （読売新聞、
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